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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和８年２月２６日 

件   名 
民間協定旅館「フォレストリゾート ゆがわら水の香里」の区民優遇内容

の変更について 

所管部課名 地域のちから推進部地域調整課 

内   容 

「フォレストリゾート ゆがわら水の香里」の料金改定（値上げ）に伴い、

区民優待料金を次のとおり変更し区民優遇を継続する。 

 

１ 対象施設 

フォレストリゾート ゆがわら水の香里 

（神奈川県足柄下郡湯河原町宮上６１４） 

 

２ 協定期間 

令和８年４月１日から令和９年３月３１日まで 

（変更後の優待料金で協定を更新） 

 

３ 優待料金表(１泊２食付 消費税込)           （単位：円） 

 平日 休前日 特別日 年末年始 

大人 

(中学生以上) 

 

令和 7年度 13,365 16,335 19,800 22,770 

令和 8年度 13,810 16,870 20,460 23,520 

改定差額 ＋445 ＋535 ＋660 ＋750 

一般料金 

（参考） 
15,593 19,058 23,100 26,565 

小学生 

令和 7年度 9,356 11,435 13,860 15,939 

令和 8年度 9,667 11,809 14,322 16,464 

改定差額 ＋311 ＋374 ＋462 ＋525 

一般料金 

（参考） 
10,915 13,340 16,170 18,596 

幼児 

(３歳以上～

小学生未満) 

令和 7年度 6,683  8,168 9,900 11,385 

令和 8年度 6,905  8,435 10,230 11,760 

改定差額 ＋222 ＋267 ＋330 ＋375 

一般料金 

（参考） 
7,796 9,529 11,550 13,283 
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４ 区民利用者数（令和７年１２月末日時点） 

令和７年度 ３４人 〈総利用者数：１２，２７３人〉 

 

【参考】令和２年度から令和６年度までの区民利用者数 

（単位：人） 

 区民利用者 一般利用者 総利用者 

令和 ２年度  63 11,469 11,532 

令和 ３年度  25 11,816 11,841 

令和 ４年度  62 15,307 15,369 

令和 ５年度  54 14,361 14,415 

令和 ６年度  20 17,246 17,266 

 

５ 今後の方針 

あだち広報（３月１０日号）や区ホームページに掲載するほか、区民事 

務所・地域学習センターにポスターを掲示し周知を図る。 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和８年２月２６日 

件   名 令和７年度定点調査（路上喫煙者数及びごみ量）の結果について 

所管部課名 地域のちから推進部地域調整課 

内   容 

主要駅周辺等における路上喫煙者数及びごみ量について、次のとおり定点

調査を実施したので報告する。 

 

１ 実施日時 

令和７年８～９月、１１～１２月の木・金曜日（４日間実施） 

路上喫煙者数調査：午前７時３０分から８時３０分まで 

午後５時３０分から６時３０分まで   

  ご み 量 調 査：午後５時から５時３０分まで 

２ 実施場所 

  主要駅（北千住、綾瀬、西新井、竹ノ塚、五反野、梅島）周辺等 

３ 調査結果（主要駅周辺） 

（１）路上喫煙者数（４日間の平均値） 

 
禁煙特定区域

指定前 

Ａ 

令和 

６年度 

Ｂ 

令和 

７年度 

Ｃ 

ＡからＣ

の減少率 

ＢからＣ 

の増減率 

北千住 417.30 人※ 8.00 人 15.00 人 96％減少 88％増加 

綾 瀬 255.75 人 3.25 人 3.75 人 99％減少 15％増加 

西新井 148.25 人 5.75 人 6.25 人 96％減少 9％増加 

竹ノ塚 109.75 人 2.25 人 5.75 人 95％減少 156％増加 

五反野 109.75 人 8.25 人 8.75 人 92％減少 6％増加 

梅 島 219.50 人 3.50 人 3.75 人 98％減少 7％増加 

※ 禁煙特定区域指定前の北千住（平成１８年度）のみ、３日間の平均値 

（２）ごみ量（４日間の合計値） 

 
ﾋﾞｭｰﾃｨﾌﾙ･ 

ｳｨﾝﾄﾞｳｽﾞ運動 

開始前 Ａ 

令和 

６年度 

Ｂ 

令和 

７年度 

Ｃ 

ＡからＣ 

の減少率 

ＢからＣ 

の増減率 

北千住 569 個 399 個 472 個 17％減少 18％増加 

綾 瀬 3,050 個 397 個 221 個 93％減少 44％減少 

西新井 968 個 258 個 230 個 76％減少 11％減少 

竹ノ塚 1,064 個 180 個 95 個 91％減少 47％減少 

五反野 496 個※ 314 個 302 個 39％減少 4％減少 

梅 島 580 個※ 134 個 512 個 12％減少 282％増加 

※ 五反野・梅島は定点調査開始時（平成２３年度）の数値 
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４ 結果分析 

（１）「路上喫煙者数」は、ビューティフル・ウィンドウズ運動や禁煙特定 

区域指定などの取り組みにより、調査開始時と比較して大幅に減少して 

いるものの、令和７年度は主要６駅全駅で昨年度より増加する結果とな 

った。これは、令和７年１月より規制対象とした加熱式たばこを、定点 

調査を行う委託契約のなかで新たに仕様書に明記したことにより、加熱 

式たばこの確認件数が増えたため。 

（２）「ごみ量」についても、ビューティフル・ウィンドウズ運動開始前と 

比べ全ての駅周辺で減少している。今年度は昨年度と比較して減少した 

地域が多いものの、北千住駅と梅島駅では増加し、特に梅島駅では昨年 

度と比べ約４倍もの増加がみられたが、多くがタバコの吸い殻ゴミとな 

っており、監視の目が細部まで行き渡っていないことが要因と考えられ 

る。 

 

５ 今後の方針 

（１）令和７年１月１日に禁煙特定区域の拡大と加熱式たばこの規制の対象 

への追加を実施し、路上喫煙対策の強化を行った。今後、路上喫煙者数 

やたばこのポイ捨てが多かった地点において、重点的にパトロールを行 

い、路上喫煙やたばこのポイ捨てのさらなる減少を目指していく。 

（２）清掃美化活動実施団体、ソロクリーン活動などの支援事業を積極的に 

ＰＲし、まちの美化につなげていく。 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和８年２月２６日 

件   名 多文化共生とやさしい日本語セミナーの開催結果について 

所管部課名 地域のちから推進部地域調整課 

内   容 

多文化共生とやさしい日本語セミナーの開催結果を次のとおり報告する。 

 

１ 開催概要 

（１）目的 

   外国にルーツを持つ当事者から生の声を聞きつつ、やさしい日本語

の実践的な活用法を学ぶことで、多文化共生への理解と円滑なコミュ

ニケーションの手法を習得する契機とする。 

（２）日時 

令和８年１月１０日（土）午後３時から５時３０分まで 

（３）会場 

東京芸術センター 天空劇場 

（４）内容 

 内容 詳細 

第１部 

① 基調講演 

「外国にルーツを持つ日本育ちの当

事者」および「外国出身者」がそれ

ぞれの立場で語る自身の経験談 

② 対談 
各テーマ（言葉・偏見・将来など）

についてのクロストーク 

第２部 
やさしい日本語 

ワークショップ 

日本語教師によるやさしい日本語の

基礎を学ぶ講座 

（会話、説明、記述に関するグルー

プワーク） 

（５）主な受講者 

外国人との関わりに興味がある方、やさしい日本語を仕事や生活で 

使いたい方 
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２ イベントの様子 

やさしい日本語を使った漫才 外国ルーツの子どもとして育った経験談 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 多文化共生に関する対談   やさしい日本語ワークショップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 参加人数 

４７名（定員１００名、申込５４名） 

 

４ 参加者の声 

（１）漫才で日本語を学ぶという発想が面白く、国籍を問わず楽しみなが 

  ら学習ができると感じた。 

（２）外国ルーツの子どもとして日本で多くの苦労を経験したことを生の

声で聞くことができた。同じように苦しむ子どもが地域に沢山いるこ 

とを考えながら、寄り添う気持ちで接していきたい。 

（３）対談の中で、同じ外国人であっても日本滞在歴に差があることから 

日本語の理解力が異なり、相手に応じて伝え方を工夫しないと伝わら 

ないことが実感できた。 

（４）やさしい日本語ワークショップを受け、言葉で伝えること以上に、 

分かり合いたいという気持ちを持って相手を思いやることが大切であ 

ると学んだ。 

 

５ 今後の方針 

  多文化共生への理解と円滑なコミュニケーションの手法を習得するた 

め、職員向けの研修実施も含め、今後の開催について検討する。 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和８年２月２６日 

件   名 「第６回足立レインボー映画祭」の開催結果について 

所管部課名 地域のちから推進部多様性社会推進課 

内   容 

第６回足立レインボー映画祭の開催結果について、次のとおり報告する。 

 

１ 目的 

参加しやすい「映画」を活用し、区民等に性の多様性について考える機 

会を作る。また、ＬＧＢＴＱ当事者や支援者によるトークショーを行うこ 

とで、より一層の理解促進を図り、多様な性のあり方について分かり合え 

る社会を目指すイベントとして開催する。 

 

２ テーマ 

「ＬＧＢＴＱのリアルを知る」 

 

３ 開催日・会場等 

（１）開 催 日 令和８年２月７日（土）午後２時開会 
（２）会  場 東京芸術センター 天空劇場 

（３）料  金 無料 

 

４ 実施結果 

（１）来場者数 １４６人（事前申込者２０３人）※定員３００人 

   （参考）令和６年度来場者数 １８１人（事前申込者２１０人） 

   ※ イベント当日は降雪のため多くのキャンセルが生じた。  

（２）年代別割合（事前申込者） 
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５ アンケート結果 

（１）満足度：平均４．４点（５点満点） 

（２）「また参加したい」と回答：９１．０％ 

（３）主な感想（アンケート抜粋） 

ア 初めて参加した。自分の生き方を考え直す時間になった。全てを理 

解するのは大変だけれどもＬＧＢＴを意識したい。 

イ ３回目の参加。参加者も増え、内容も濃く良かった。 

ウ トークショーが良かった。ゲストの実際の体験が大変参考になった。 

社会や企業の再認識が大切。 

エ ２本ともすごく気になっていた内容の映画であり、とても興味深く 

観ることができたが、開始時間はもう少し早い方が良い。 

 

６ タイムスケジュール 

時 間 内 容 

午後２時００分 開会 

２時１５分 

映画①「息子と呼ぶ日まで」（２５分） 

出生時の性別は女性だがトランスジェンダー男

性として生きる主人公が、自らのカミングアウ

トと家族との関係を描いた実話に基づき製作さ

れた作品。 

２時４０分 トークショー①（４０分） 

 （休憩） 

３時３５分 

映画②「そばかす」（１０４分） 

恋愛感情を抱かない一人の女性が、「自分は何者

で、自分の幸せは何なのか」を発見していく姿

を描いた作品。 

５時２０分 トークショー②（４０分） 

６時００分 閉会 

 

７ 今後の方針 

（１）開催時間構成の検討 

次回の開催に向けて協力団体「そらにじあだち」と共に開始時間や内 

容について検討する。 

（２）集客 

   引き続き、イベント参加者の増加及び満足度の向上を目指すため、よ 

り親しみやすい、多様な性のあり方について分かり合える機会となる足 

立レインボー映画祭を検討する。 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和８年２月２６日 

件   名 令和８年度 郷土博物館開館４０周年展示事業について 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室地域文化課 

内   容 

令和８年度の郷土博物館における展示は次のとおり予定している。 

郷土博物館は、令和８年１１月３日（火・祝）に開館４０周年を迎える。 

令和８年度の企画展・特別展※では、年間を通じてその歩みを紹介して 

いく。 

１ 実施内容（事業名はいずれも仮題） 

事業名、日程、内容 

企画展 「収蔵資料展 個性光る足立のいっぴんたち」  

日程：４月２９日（水）から８月３０日（日）まで 

内容：博物館の収蔵資料の中から近年寄贈されたものを中心に、地域

の魅力を伝えるバラエティ豊かな逸品を紹介。  

出張展示 一日だけの広重展  

日程：９月６日（日） 

内容：歌川広重の命日に合わせ、墓所と記念碑がある東岳寺（伊興本

町）で出張展示を行う。 

企画展 「新版 広重目線」 

日程：９月１９日（土）から１１月２３日（月・祝）まで 

内容：平成３０年に開催し好評を得た企画展「広重目線」を、最新の

研究を踏まえ、新たな「目線」を追加して開催。 

ミニ展示 「吉祥※展」  ※ 鶴や松などのおめでたい画題 

日程：１２月２２日（火）から令和９年１月１７日（日）まで 

内容：新春をお祝いする吉祥を画題にした作品の展示を行う。 

特別展 「門井 掬水（かどい きくすい）」 

日程：令和９年２月１３日（土）から４月１１日（日）まで 

内容：足立東部地域に多くの支援者がいた昭和の日本画家「門井 掬水」

の作品を集めた特別展。今後の発展が期待される足立の近代絵画 

研究を披露することで、郷土博物館の美術業界における知名度の 

向上を狙う。 

※ 「企画展」、「特別展」について 

企画展とは、企画展示室内のみで行う展示のこと。 

特別展とは、企画展示室だけでなく、館内全ての展示スペースで行う 

展示のこと。 
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年間展示スケジュールのイメージ 

 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 

１階ホール 

２階ギャラリー 

第１・２展示室 

 

         

 

  

企画展示室 

 

    

 

  

 

    

 

２ 今後の方針 

（１）従来の広報、ＳＮＳの活用に加え、美術業界へのＰＲを行っていく。 

（２）年間を通じて開館４０周年をＰＲすることで、集客を図っていく。 

    

 

常設展示 

 

 

特別展 

門井掬水 

企画展 

収蔵資料展 

企画展 

新版 

広重目線 

ﾐﾆ展示

吉祥展
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和８年２月２６日 

件   名 
パラスポーツ体験会 ～知って、エンジョイ！パラスポデー！～ の開催

結果について 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室スポーツ振興課 

内   容 

「パラスポーツ体験会 ～知って、エンジョイ！パラスポデー！～」の開

催結果について、次のとおり報告する。 

１ 開催結果 

（１）目的 

主として健常者へ向けて、パラスポーツを中心に「誰とでも一緒にで 

きるスポーツ」を体験してもらうとともに、パラスポーツや障がいへの 

理解を深めてもらう。 

（２）開催日時 

令和８年２月１日（日）午前１０時から午後３時３０分まで 

（３）会場 

総合スポーツセンター 

（４）内容 

① カーレット（テーブルカーリング） 

② 車いすバスケットボール 

③ ゴールボール 

④ サウンドテーブルテニス（視覚障がい者卓球） 

⑤ ふうせんバレー 

⑥ ボッチャ 

⑦ レーサー（陸上競技用車いす）乗車体験 

⑧ レクリエーション（スペシャルクライフコートにて実施） 

（５）参加人数 

① 延体験者数  ７７９人（令和６年度 ４７０人） 

② ボランティア  １４人（令和６年度   ３人） 

（６）主催 

足立区、足立区スポーツ推進委員会 

（７）協力 

足立区視力障害者福祉協会、ＮＰＯ法人カーレットジャパン協会、 

東京都車いすバスケットボール連盟、 

公益社団法人東京都障害者スポーツ協会 
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当日の様子 

車いすバスケットボール       ふうせんバレー 

 

 

 

 

 

 

 

カーレット         レクリエーション 

 

 

 

 

 

 

２ 総括・今後の方針 

（１）令和６年度は当日雨が降ったため来場者がかなり限られたが、今年度 

は晴天に恵まれ、屋外のスペシャルクライフコートでもレクリエーショ 

ン体験が開催できたため、一定の集客を確保し、来場者からも好評であ 

った。 

（２）一方、寒い時期の開催で集客は減少傾向にあり、４月末に開催が定着 

した「スペシャルクライフコートフェスティバル」や、概ね毎月２回定 

期的に開催している「パラスポーツ×レクリエーション体験会」と内容 

も一部重なることから、目的や役割分担が不明確になっている。 

（３）令和８年度は、こうした他イベントとの統合も視野に入れ、本イベン 

トの抜本的な見直しを行う。 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和８年２月２６日 

件   名 スペシャルクライフコートフェスティバルの開催について 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室スポーツ振興課 

内   容 

障がいの有無にかかわらず、どなたでもスポーツを楽しめるイベント「ス

ペシャルクライフコートフェスティバル」について、次のとおり開催する。 

１ イベント概要 

（１）目的 

障がい当事者が気軽に運動・スポーツに親しめる環境を醸成するとと 

もに、健常者にも障がい当事者との交流を通じて、パラスポーツや障が 

いへの理解を深めてもらう。 

（２）日時 

令和８年４月２９日（水・祝）午前１０時から午後３時まで 

（３）会場 

総合スポーツセンター 

（４）内容 

ア プログラム（予定） 

① ステージトークショー 

日本障がい者サッカー連盟会長・北澤豪氏とパラアスリートの 

対談 

② 障がい団体ステージ発表 

③ 障がい者運動教室 

④ サッカー教室 

⑤ トップパラアスリートを招いた様々な体験プログラム 

  デフハンドボール、車いすラグビーなど 

⑥ 障がい者施設による軽食・雑貨等の物販 

イ 申込方法 

当日会場にて受付 

ウ 参加費 

無料 

２ 昨年度からの変更点 

（１）アンケートでの要望も多かったトランポリン体験ブースを設ける。 

（２）会場内の案内が不足していたため、下記のとおり掲示物を増やして対 

策する。 

ア 各部屋の入口に体験内容・スケジュール・部屋内レイアウトを掲示 

イ 全体の体験内容・スケジュールが一目でわかるような大型掲示物を 

複数配置 

ウ 各階の階段上に案内板を設置 
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（３）晴天の場合、日差しが強くなることが想定されるため、屋外の飲食ス

ペースや従事場所にテントを増設する。 

３ 周知方法 

（１）あだち広報４月１０日号への掲載 

（２）区ホームページへの掲載 

（３）ＳＮＳへの投稿 

（４）区立小中学校でのポスター掲示及び C4th Home&School の送信 

（５）区施設、障がい者施設、福祉施設、近隣特別支援学校、関係団体等 

でのポスター掲示・チラシ配布 

令和７年度の様子 

ステージトークショー       障がい者運動教室 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和８年２月２６日 

件   名 「みる」スポーツ観戦及び体験会の開催結果及び開催について 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室スポーツ振興課 

内   容 

令和８年２月から４月までの開催結果及び開催のイベントについて、次の

とおり報告する。 

 

１ 明治神宮野球場 親子ふれあい野球体験の開催結果【新規】 

（１）目的 

「するスポーツ」として、野球の楽しさや身体を動かす喜びを子ども 

たちに伝え、スポーツを始めるきっかけを作りながら、親子での参加を 

通じてコミュニケーションを深める機会を提供する。 

（２）日時 

   令和８年２月１４日（土）午後１時から１時４５分まで 

（３）会場 

   明治神宮野球場（新宿区） 

（４）内容 

   普段は立ち入ることのできないプロ野球球場のグラウンドを開放し、 

貴重なバッティング体験等の機会を提供する。 

① レフト側（バッティング体験） 

② ライト側（キャッチボール体験） 

③ 内  野（記念撮影エリア） 

（５）結果【事前申込・抽選】 

定員 申込 当選 参加者数 

10 組 245 組 15 組 
10 組 20 名 

（うち保護者 10 名） 

（６）当日の様子 
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２ 東京ヴェルディ Ｊリーグの観戦及び体験会の開催 

（１）目的 

「みるスポーツ」としてトップアスリートの競技を観戦する機会を提 

供し、その感動を自ら「するスポーツ」へのきっかけとする。障がいの 

有無にかかわらず、誰もがスポーツの楽しさを身近に感じられる機会を 

つくることで、スポーツの振興と区民の皆様の心身の健康及び生活の質 

の向上に貢献する。 

（２）日時 

令和８年３月２２日（日）午後２時 試合開始 

（３）会場 

   味の素スタジアム（調布市） 

（４）内容 

ア 障がい者運動教室・試合観戦 

項目 内容 

対  象 

「障がい者運動教室・サッカー教室」参加者のうち、

希望する方とそのご家族等を招待 

※ 令和７年度教室参加者数：195 名 

申込方法 
郵送（対象者に調査票を事前配付）または区ホーム

ページ内の専用オンライン申請フォームから申込 

費  用 無料 

  イ 一般区民を対象とした体験会及び観戦機会の提供 

クラブ側から、Ｊリーグのレギュレーション変更（２０２６年から 

の秋春制にシーズン移行）に伴う運営方針の抜本的な見直しを理由 

に、今年度の中止の申し入れがあった。区としては、これを受け入れ、 

令和８年度の開催に向けて日程調整を行う。 

 

３ 東京ヴェルディ ＷＥリーグの観戦及び体験会の開催 

（１）目的 

「みるスポーツ」としてトップアスリートの競技を観戦する機会を 

提供し、その感動を自ら「するスポーツ」へのきっかけとすることで、 

スポーツの振興と区民の皆様の心身の健康及び生活の質の向上に貢献 

する。 

（２）日時 

   令和８年４月５日（日）午後２時 試合開始 

（３）会場 

   味の素フィールド西が丘（北区） 
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（４）内容 

ア 初心者向けのサッカー体験会・試合観戦 

項  目 内容 

対  象 5 歳から小学 2年生（保護者も可）まで 

定  員 20 組 40 名 

申込方法 
区ホームページ内の専用オンライン申請フォームか

ら申込 

選定方法 定員を超えた場合は抽選 

費  用 無料 

イ 一般観戦（区民向け招待・優待枠） 

項  目 内容 

対  象 区内在住・在勤・在学の方 

席  数 
ホームスタンド自由席（200 席） 

メインスタンド指定席（100 席） 

申込方法 ＷＥリーグチケットから申込 

選定方法 先着 

費  用 

ホームスタンド自由席 無料：全年齢 

メインスタンド指定席 

500 円：22 歳以下 

1,000 円：23 歳～64 歳 

500 円：65 歳以上 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

 令和８年２月２６日 

件   名 調べる学習応援講座・相談会の令和８年度の実施方針について 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室中央図書館 

内   容 

小・中学生への調べ学習支援のための講座及び相談会について、今年度定

員に近い参加者を集めアンケート結果も好評であったため、令和８年度は実

施回数と実施館を拡充して開催する。 

 

１ 講座等の目的と実施概要 

（１）目的 

   調べ学習を通して、子どもたちの「自ら問いを立て、解決する力（情 

報リテラシーと探究心）」を育てる 

（２）講座・相談会の実施概要 

 調べる学習チャレンジ講座 調べる学習相談会 

講師 
学校図書館スーパーバイザー 

（以下、SLS） 

区立図書館司書 

※ R7 は中央館のみ 

対象 小学生 小・中学生 

場所 

Ｒ７年度：江南、伊興、東和 

Ｒ８年度：梅田、興本、鹿浜 

舎人 

Ｒ７年度：中央館のみ 

Ｒ８年度：１１館 

(左記チャレンジ講座を 

実施しない館) 

内容 

① 調べ学習の作品の作り方 

について、SLS がスライド 

を用いて講義形式でやり 

方を説明 

② 図書館の本を使い、児童 

が自分の調べたいテーマ 

について SLS の助言を受 

けながら調べて作品を 

作成 

① 調べ学習のポイン 

トを、図書館司書 

が簡単に説明 

② 司書が図書館の本 

紹介や助言をしな 

がら、子どもたちが 

調べ学習の作品を 

作成 

特徴 

① 主に講義形式 

② 教員の視点で思考の整理 

やまとめ方をサポート 

① 主に個別相談形式 

② 司書の視点で情報 

の探し方や広げ方 

をサポート 
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２ 今後の方針 

（１）令和８年度講座の実施回数 

令和７年度の結果を踏まえ、令和８年度は全１５館で講座等を実施す 

ることで、公共図書館による調べ学習支援体制の充実を図る。 

ア 「調べる学習チャレンジ講座」  

    SLS が夏休みに稼働出来る日数が限られているため、今年度と同程 

度の４館で実施する。 

イ 調べる学習相談会 

アの講座を実施する館を除く１１館（中央館含む）で実施する。 

 令和７年度 令和８年度 

調べる学習 

チャレンジ講座 
３館 ４館 

調べる学習相談会 
１館 

（中央図書館） 
１１館 

（２）講座等実施後の効果測定 

   教育委員会と情報共有し、講座等の受講者の調べる学習コンクールへ 

の応募状況や入賞状況を確認し、講座等の実施による効果を図る。 

 

３ 令和７年度の講座と相談会の実施結果 

全ての講座・相談会で、定員の８割以上の参加があり、アンケートの回 

答も「良かった」「また参加したい」を選択した参加者が７割以上であっ 

た。 

（１）「調べる学習チャレンジ講座」 

ア 実施回数 

    地域図書館３館で全６回（各館午前・午後１回ずつ実施） 

  イ 日時・場所 

    ① ７月２０日（日） 江南コミュニティ図書館 

② ７月２１日（月） 伊興図書館 

③ ７月２６日（土） 東和図書館 

   ※ 実施時間は全回共通で、【午前の部】１０時から正午まで、 

【午後の部】２時から４時まで 

ウ 対象者 

    【午前の部】小学１・２年生対象 

【午後の部】小学３～６年生対象 

  エ 参加者 ５３人（定員：６５人（各回１０人～１５人）） 
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オ アンケート結果  

質問内容 午前の部：保護者が回答 午後の部：児童が回答 

質問・回答 

【質問】 

今回の講座はどうだったか 

【回答】 

とても良かった ７９％ 

良かった    ２１％ 

【質問】 

また参加したいか？ 

【回答】 

はい      ７３％ 

どちらでもない ２４％ 

いいえ      ３％ 

自由意見 

（抜粋） 

① スライドを事前配布しても

らえるとより有効 

② 低学年での調べ学習の進め 

方が分かり、本人にイメー 

ジを持たせることが出来た。 

③ 発表させることが子ども自 

身の考えの整理に繋がる。 

① 図で説明してくれて分か 

りやすかった。 

② 学校でやった時よりも分 

かりやすかった。 

③ 調べたいものの本が無 

   かった。 

④ 難しい漢字があったため 

あまり分からなかった。 

（２）「調べる学習相談会」 

  ア 実施回数 

    中央図書館で全８回（４日間で全日午前と午後で２回開催） 

  イ 日時 

    【日程】７月２５日（金）、７月２６日（土）、８月１日（金）、 

８月２日（土） 

    【時間】午前：１０時から正午まで、午後：２時から４時まで 

ウ 対象者 小・中学生 

  エ 参加者 ３７人（定員：４０人（各回５人）） 

オ アンケート結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

質問内容 保護者回答 児童回答 

質問・回答 

【質問】 

今回の講座はどうだったか 

【回答】 

とても良かった ７９％ 

良かった    ２１％ 

【質問】 

また参加したいか？ 

【回答】 

はい      ７８％ 

どちらでもない １６％ 

いいえ      ６％ 

自由意見 

（抜粋） 

① 大人でも知らない調べ方 

の基本が分かり保護者も 

楽しめた。 

② 押し付けでなく子どもの

意見を引き出してくれて、

親として勉強になった。 

① 分かりやすく優しく教え 

てくれたので来年も行き 

たい。 

② 時間が経つのがあっとい 

う間で集中してできた。 
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４ 令和７年度調べる学習コンクール応募状況及び審査結果 

（１）応募校数  ※（）は昨年度実績 

小学校 中学校 合計 

６６校 

（６６校）

３０校 

（３２校）

９６校 

（９８校）

（２）応募数及び全国審査への出品数  ※（）は昨年度実績 

作品数 

応募総数 

小学校 
中学校 合計 

低学年 中学年 高学年 

応募 

総数 

1,427 人 

(1,376 人) 

3,253 人 

(3,333 人) 

4,893 人 

(4,721 人) 

2,996 人 

(2,838 人) 

12,569 人 

(12,268 人) 

足立区 

入選 

21 人 

（21 人) 

49 人 

(50 人) 

74 人 

(71 人) 

44 人 

(42 人) 

188 人 

(184 人) 

（３）足立区特別賞 

全国審査に出品する１８８点から、小学校（低、中、高学年）３部 

門、中学校１部門の計４部門において審査員１１名が１作品ずつ足立 

区特別賞４４作品を選出。受賞者数は以下のとおり。 

賞の種類 受賞者数 

区長賞 ４人 

教育長賞 ４人 

教育委員賞（４名） １６人 

学校図書館部担当校長賞（２名） ８人 

図書館長賞 ４人 

教育指導課長賞 ４人 

千住賞 ４人 

合計 ４４人 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和８年２月２６日 

件   名  中央図書館リニューアルに向けたトークイベントの開催について 

所管部課名 
 地域のちから推進部生涯学習支援室中央図書館 

 図書館サービスデザイン担当課 

内   容 

中央図書館のリニューアルにあたっては、基本構想・基本計画や設計に区

民の声を反映していくため、区民向けワークショップを開催していくことと

している。 

ワークショップでの意見交換をより有意義なものとしていくため、リニュ

ーアルのイメージを掴んでもらうことを目的として実施するトークイベン

ト（事業者による事例紹介）について、次のとおり報告する。 

１ 開催目的 

区民に「リニューアルした中央図書館は楽しそう」「ワークショップに 

参加したい」と思ってもらうために、事業者が提案する中央図書館の未来 

像を伝える。 

２ 開催概要 

（１）イベント名 

   「あなたの居場所、アップデート中。」  

― 図書館は「借りる」から「生きる」場所へ ― 

（２）日時 

   令和８年３月１５日（日） 午後２時から１時間３０分程度 

（３）会場 

   学びピア２１ ５階 研修室１ 

（４）登壇者 

氏名 プロフィール等 

三浦
み う ら

 丈
たけ

典
のり

 氏 

建築家、一級建築士事務所スターパイロッツ代表 

「瑞穂町図書館（東京都）」や「牧之原市立図書交流館

いこっと（静岡県）」等、日本各地の公共施設の設計や

行政支援を数多く手掛ける。 

「足立区立中央図書館リニューアル基本構想・基本計画

策定支援業務及び設計業務委託」（以下、リニューアル

委託）では主任設計者として、主に構想・計画の策定支

援や設計業務に携わる。 

岡本
おかもと

 真
まこと

 氏 

アカデミック・リソース・ガイド株式会社（ａｒｇ） 

代表取締役、プロデューサー 

日本各地の図書館整備・運営支援を数多く手掛ける。 

リニューアル委託では協力事業者として、主に構想・計

画の策定支援やワークショップの企画・立案に携わる。 
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（５）内容 

   ① 昨今の図書館を取り巻く現状やこれからの足立区立中央図書館

に求められる機能の説明 

② リニューアル委託の事業者が過去に手掛けた事例の紹介 

③ 参加者からの質疑応答、意見交換 

（６）対象 

全世代を対象としつつも、中高生や大学生などの若年層の居場所と 

しての図書館を設計するため、特に若年層の参加を促していく。 

（７）定員 

   ６０名（事前申込制） 

（８）周知方法 

   図書館内での掲示だけでは届かない層にもアプローチできるよう、 

学校や千住地域の大学等と連携して幅広く周知して 

いく。 

３ 今後の方針 

  トークイベントを通じてリニューアルに関心を寄せた区民が、ワーク 

ショップへ積極的に参加できるよう、区民向けワークショップの内容や 

周知方法等を事業者と検討していく。 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

 令和８年２月２６日 

件   名 
仮移転期間中の千住保健センターにおけるあだちはじめてえほん事業 

（１歳６か月児用）の出張引換の実施について 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室中央図書館 

内   容 

千住庁舎の大規模改修に伴い、令和８年３月２３日付で千住保健センター

が仮移転し、また子育てサロン千住が同年６月１３日から休室となる。 

これに伴い、乳幼児健診時に絵本を引換する「あだちはじめてえほん」事

業について、健診会場と絵本引換場所が同一の建物内ではなくなることか

ら、仮移転中は絵本の引換率低下が懸念される。 

ついては、第１回定例会で当初予算の可決が得られた際には、令和８年度

から健診会場で絵本の出張引換を実施する。 

 

１ 千住保健センターの仮移転先 

（１）仮移転後（令和８年３月２３日以降） 

千住仲町１８番７号 

（２）仮移転前（令和８年３月２２日まで） 

千住仲町１９番３号  

 

２ １歳６か月児健診時絵本引換方法           

【変更前】           【変更後】 

４階 

 

３階 

 

２階 

 

１階 

千住保健センター 

（健診会場） 

 

仮移転 

  

千住保健センター 

（健診会場） 

（絵本引換） 

子育てサロン千住 

（絵本引換） 

子育てサロン千住 

※ 6/13～休室 

千住福祉課 千住福祉課 

＜千住庁舎＞     ＜千住庁舎＞    ＜仮移転先＞ 

 

 

 

※ 令和８年６月１３日から改修工事終了まで休室予定          

 

３ 出張引換による費用（予定） 

（１）人材派遣費用 

１日：  ８，８００円 

年間：１５８，４００円（健診回数１８回／年）  

健診会場と絵本引換が

千住庁舎内で完結 

健診会場と絵本引換を仮移転先で完結 
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４ 今後の方針 

（１）実施体制の整備 

千住保健センター等の関係所管と運用方法について調整をしていく。 

（２）改修工事終了後の対応 

千住庁舎の改修工事終了後、同センターが千住庁舎に復帰した際は、 

健診会場と絵本引換場所が同一の建物内になることから、仮移転前の 

引換方法へ戻すこととする。 

 

５ 【参考】各保健センターにおける絵本引換率 

地 区 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

江北保健センター管轄地域 ６０％ ６４％ ５８％ 

千住保健センター管轄地域 ８５％ ９０％ ８３％ 

竹の塚保健センター管轄地域 ８１％ ８１％ ７５％ 

中央本町地域・保健総合支援

課管轄地域※ 
３４％ ４５％ ９５％ 

東部保健センター管轄地域※ ５５％ ５８％ ９９％ 

平 均 ６３％ ６８％ ８１％ 

※ 健診会場と絵本引換場所が同一の建物内でなく、引換率が低かった 

保健センター２か所（中央本町、東部）にて、令和６年度から健診時に 

出張引換を実施した結果、引換率は大幅に向上した。 
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